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松戸のみどり再発見ツアー31 報告 

「八柱霊園の紅葉とゆいの花公園のみどりを訪ねる」 

藤田 隆 

   

                
 
                              No.4７ 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動テーマは「みどり」、とくに
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
 代  表：川上将夫   

年会費：1000 円 

  連絡先：高橋盛男 090- 2935- 9444  

渋谷孝子 04-7153-5392 

 

暦の上では二十四節気の大

雪にあたる 12月 7日。北風が

吹き、平地にも雪が舞う頃とさ

れていますが朝から快晴でし

た。9時 30分、八柱駅に集まっ

た参加者 48名は駅前から宮前

公園に移動し、みどりのネット

ワーク・松戸の川上代表が挨拶。

八柱霊園を回るツアーの企画

趣旨、枯葉、種子の様子など冬

の自然観察についてワンポイ

ントの説明があった。早速、各班ごとにクヌギとケヤキ

の枯葉比べ、種のでき方の違いを観察した。 

 公園隣の白髭神社はイチョウの黄葉が根元に広がり、

黄色いふかふかのクッションがところどころにたまっ

ていた。寒いけれど雲一つない天気で、陽だまりはポカ

ポカと暖かさが感じられ「ちょうどいい寒さ」という表

現にぴったりの気候となった。 

徳蔵院では落ち葉の掃除、参道の保全工事も行なわれ

ていて、境内から墓地に失礼して、雪に覆われた富士山

を眺めることができた。山頂から真っ白に雪化粧した富

士山の勇壮な姿に、「あーっ」と驚きにも似たため息が

漏れ聞こえてきた。 

霊園参道に向かう途中の春木川のほとりでは常盤平

団地地区の低地を水源とすること、下流は国分川と名を

変え、やがて坂川に続く多自然型の河川になっていると

スタッフが解説していた。 

八柱霊園では日曜日とあって所々法

事をしている光景に出合った。この八柱

霊園は春には桜祭り、秋には紅葉まつり

が中央に広がった広場で開かれ、市民が

集う公園としても利用されている。 

公園では折り紙を使ったタネの模型

でタネ飛ばし実験が行なわれた。スタッ

フの用意した食べられるドングリ、スダ

ジイを参加者で味わった。 

イロハモミジは色合いが枯葉に近く

なり始め、目指す紅葉は若干時期が

過ぎていたが、ハゼは見事な紅葉で

参加者は感激ひとしおの様子だった。 

ナンキンハゼは寒さの来る直前に

枝を落されたため、あわてて伸び

てきた葉がここ数日間の寒さと霜

にあたった影響で、すくむように

身を縮め、丸まった紙屑をクシャ

クシャにしたようになっていた。

今年の冬の寒さの受け止め方は植

物によって様々なのだと感じた。 

八柱霊園から「ゆいの花公園」に入ると、折からのポ

カポカ陽気に公園内のいくつかの植物が鮮やかな花を

咲かせていた。参加者の気分も和らいだようだった。 

公園内のマグノリアハウスで昼食休憩を取った後に

参加者に印象に残ったことを聞いてみた。植物のタネの

付き方、葉、花と実の付き方といった自然観察の説明な

どを挙げた人が最も多く、それに次いで雪化粧の富士山

の光景を印象深いとした方。紅葉もさることながら植物

のタネの付き方、葉の生え方、花と実の付き方といった

自然観察に触れられてよかったという意見も聞くこと

ができた。 

住宅が広がり緑部分が少なくなっている松戸市の現

状を伝え、地域の再発見ツアーの趣旨をお話しすると、

地域のみどりについて、「いつまでも残してほしい」と

いう印象を感じられている方が多く、住まう場と環境に

ついての関心が高いことが分かった。 

真っ白な富士山が肉眼ではくっきり見えた！ 
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英語の読み聞かせコーナー 

＠プチオクトーバーフェスト 

 

 

 

 

Save the Green @ Akiyama（STGA）は森を楽しみ、

森の素晴らしさを知り、森への恩返しをする“イベント

&ボランティア”団体です。 

 「秋山の森」で 2011.12.04 から活動を始め、樹木の保

全・保護のボランティア活動が主たる目的ではあります

が、樹木の保全の大切さを若い世代に実感させるために、

子供から大人まで楽しめるイベントを毎月第二土曜日

に開催しています。参加者は、０歳児の赤ちゃんからご

年配の方まで、ファミ

リーもカップルもおひ

とり様も、外国の方も

ワンちゃんもと、さま

ざまです。 

STGA スタートのきっかけは、代表を務めるマリヤン

が松戸市「秋山の森」の掲示板に載っていた「里やま応

援団」の活動案内を知り、里やま応援団・秋山の森の代

表の野口さんに連絡をいれたことです。最初は、STGA

を立ち上げることは考えてもいなかったが、里やま応援

団本体の活動が平日であることもあり、働き世代の参加

者をターゲットに独自にボランティア団体を立ち上げ

るのを野口さんから勧められました。 

スタートから１年ほどは、ボランティア形式の参加者

は、数人とあまり参加者数が伸びませんでした。「ボラ

ンティア」、「樹木の整理」、「樹木の管理」、メンバー制

などの仕組みが参加者の負担になっているのかと感じ、

体験型・参加型、食べ物や講師を呼んでのイベント型の

活動にシフトして PR していきました。それが成功した

ようで、参加者数が十人まで増えるようになりました。 

毎月のイベントに欠かせないのが、子供たちが楽しめ

るネーチャーゲームや森育あそび教室です。森で、五感

を使って、森での素材（葉っぱ、土、虫、木の実など）

を楽しむのを目標にしております。子供と一緒に、付き

添いの大人も楽しめる内容を STGA のスタッフの今川

氏が季節に合わせて毎月企画しています。 

また、毎月の定番が英

語の絵本読み聞かせコー

ナーでもあります。もと

もと、樹木の保全活動に

は無関心である子育て世

代の参加のきっかけを英

語と触れ合う絵本の読み

聞かせコーナーを通して

つくるのがねらいでした。 

定番であるネーチャー

ゲームや英語の絵本の読

み聞かせと別に、STGA

は毎月、その季節にあっ

たイベント内容を企画して

います。「秋山の森での豚

汁」、「焼き芋」、「アキヤマ春のパン祭り」、「もくもく燻

製」等などを行ってきました。 

また、2014 年度にはオープンフォーレスト事務局と

里やま応援団と共同で、「秋

山の森：倉庫でペイン

ティング」を企画し、

大勢の子供たちに参

加してもらいました。 

季節や、子供の学校

の行事により、STGA

参加者数は上下する

ことはありますが、特

に参加者が多いのは食べ物関連のイベントだと感じて

います。「秋山の森」に水道がないことや、本格的な食

品提供が難しいことから、STGA としては参加者が喜び、

季節感を森で味わえるイベント内容を心がけています。 

最後に、STGA が活動を行えるのはすべて「里やま応

援団」のベテランボランティアの方々のお蔭と実感して

おります。野口さん、高木さん、松田さんを初めに、里

やま応援団の方々に心から感謝を申し上げます。今後も

Save the Green@Akiyama を宜しくお願い致します。 

 連絡先：stgakiyama@gmail.com  

http://ameblo.jp/stgakiyama/ 

特集 

Save the Green @ Akiyama の活動内容 

西 マリヤン  

2015.01.10 五感を使おう！森育あそび教室 

森の手入れ作業の主人公 

森育あそび教室 

秋のファッションショー 

森でかき氷 

森で燻製作り 

オープンフォレスト共同イベント 

秋山の森でのペインティング 

mailto:stgakiyama@gmail.com
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私たちの会は、2013年度の第11回里やまボランティア入門

講座の受講生を中心にボランティアで里やまの維持保 存

活動をしている会です。 

◆この森との出会い・・・他の受講者も含めて私は「自

然（森、里山？）の中で何か楽しいことができて、か

つ、それがボランティア活動に繋がればなぁ」くらい

の気持ちでこの講座を受講しました。 

でも、講座の中でかつて「里山」と呼ばれ市内に多 

くあった森が今では小さく分断され、最悪な所はゴミ 

捨て場のような状態になっていて、せっかく近くに緑 

の森があるのに、そこは薄暗くて汚くて、中には迷惑 

な場所になっているところもあることを知り、受講者 

の中からも「かつての里山の再生は無理だけど、人が 

安らぎを感じられるような森を再生できないか。」と 

の話が出て、早速、活動できる森探しを始めました。 

そこで市役所の方に、森の維持管理に苦労している 

けれど、これからも地域の緑の大切な財産とし残して 

いきたいと考えている今の地主さんを紹介していた

だきました。そして直接お会いして、地主さん、私達

の思いを伝え合って、ご理解を頂いて、私達の会がこ

の森で様々な活動ができることになりました。 

当初、森は竹藪や笹薮、蔦、ゴミなどで鬱蒼として 

荒れた感じの森でした。でも、南斜面の森だから、き 

ちんと整備すれば、お日様がいっぱい差し込んでポカ 

ポカとして、訪れる人の心まで暖かくしてくれるよう 

な森になるんじゃないかとの思いを込めて、この森を

「紙敷みなみの森」、会の名前を「みなみの森の会」 と

しました。 

◆今の森は・・・今度の再発見ツアーの「松戸の秘境

を訪ねて！」という副題が合うくらい、森は竹藪、笹

薮、蔦などなど、まだまだ未整備状態で中を歩き回る

のもちょっと大変という感じです。そんな中、まずは

みんなが集まる広場や密集しすぎて折り重なるように

倒れ込んだ竹藪の整理、森の通路整備などを行ってい

ます。で

も、伸び

放題の植

物がいっ

ぱいの森

だから野

兎を見た

り笹薮の

中に鶯の

鳴き声を

聴いたり

と、都市

の中に貴重な自然が残っている森だとも言えます。 

◆これからの森は・・・今の森は鬱蒼としていますが、

決して悪い森ではないと思っています。そのため、 笹

薮や下草、蔦などを全部取り払って、ただ樹木がある

公園のような場所にするつもりはありません。竹藪に

ちょっと手を入れて筍が生える竹林に、笹薮や下草も

残して鶯など鳥たちが来る、そんな森にできたら良い

なと思っています。また、会員の子どもさん達が自分

達の手で、ハンモックやブランコなどで遊べる広場を

作ってみたいと楽しみに整備していますので、子ども

達目線の子どもたちのための遊び場ができれば良いな

と、そんな活動も楽しみにしています 

活動日：毎月第一火曜日・第三日曜日 10:00から 

 

 

 
 

関さんの森には市内はもちろんのこと、近隣地区や

海外からも多くの方々が訪れます。今回は近隣・海外か

らの訪問例を紹介いたします。 

◆葛飾区砂原保育園・・・2015年 1月 9日         

毎月園児たちが電車に乗って関さんの森にやってきま

す。新年最初のお客様はここの園児 14名。 

新年の挨拶の後、関さんから冬の屋敷の中のサクラや

コブシの冬芽、モグラなどの話がありました。そして園

児たちは屋敷の中を自由に探検。昼には陽のあたる場所

で家から持ってきた塩む

すびを食べました。 

絵本の朗読は、モグラ

の生態について科学的な

お話です。新年ならでは

の企画にじっとうなずい

て聞いていました。 

◆「こども環境学会」米国人学者・2014 年 10 月 19 日  

こどもが元気になる国づ

くり・まちづくり目指す

「こども環境学会」の関係

者が訪問。千葉大園芸学部

木下教授引率のもと、ノー

スカロライナ大学ムーア

教授とコスコ准教授の2名。 

200年以上幸谷に住む関家の歴史や庭の紹介から、道路

問題、相続問題、育む会の活動まで、話は多岐にわたり

ました。 

「ここはどんな訪問者が多いですか？ 子ども、中・高

校生は？」などの質問もあり、お茶を飲みながらゆった

りとした雰囲気の中での懇談となりました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

このように、あそび、学び、まちづくりの場として国内

外の方々に活用されている関さんの森を、私たちは今後

も大切に守ってまいります。 

特集 

「紙敷みなみの森」お日様がいっぱいの森 

みなみの森の会 加藤 茂男    

関さんの森 
訪問者は市外や海外からも 

武笠紀子 
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～しぜんのコラム２８～  

コサギの足ゆすり漁 
 

 2月 22日の千駄堀自然観察会は、雨こそ降らな

かったが、曇り空の寒い中でおこなわれた。こんな

日は花は咲かないし、虫も飛ばない。期待できるの

は野鳥ぐらい。千駄堀池の杭にコサギがとまってい

たから、せめて餌を捕るところを参加者に見せたい

と思っていたのである。 

 すると、杭の上のコサギが飛び立ち、水際に降り、

足ゆすり漁をはじめたのであった。浅瀬をゆっくり

歩き、水底につけた足を小刻みに震わせ、驚いて出

てきた小魚を嘴で捕まえる。このときのコサギは、

10分間に 10回以上の足ゆすり漁をおこなったが、

成功率はかなり高かった。撮った写真を見ると、獲

物はモツゴのようであった。 

 

モツゴを捕獲したコサギ 2015.2.24 千駄堀 
 

コサギは、この足ゆすり漁のほかに、波紋漁をす

るという。たとえば水面上の杭の上にとまり、下を

向いて嘴の先端を水中に入れ、細かく開閉して波紋

をおこす。波紋の中心に近寄ってきた魚をパクリと

捕らえる。魚は、餌の虫が落ちたと勘違いするのだ

ろう。まさにサギ。一度、見てみたいものである。 

(山田純稔) 

 

 
 

実行委員会は 5月 16日（土）～24（日）の 9日間「森

の公開」、5 月 8 日（金）～10 日（日）の３日間 21 世

紀の森と広場パークセンターで「森の文化祭」を開催

します。 

今年は市内１６箇所の森を４地域に分けて、地域別

一斉公開日を設けて公開、駅から森へのご案内や観察

会もあります。 

皆さま是非足をお運びいただき、少なくなった都会

のみどりを知り、感じ、考える機会となれば幸いです。 

詳細はチラシやホームページをご覧下さい。 

（実行委員会 山下正徳） 
 

 

 

12/3  オープンフォレスト 2015第 1回実行委員会開催 

12/4  剪定塾開催 高木講師 

12/14 石みやの森,みなみの森 千葉大生 62名来森 

高橋盛男氏講義、作業指導野口,高木氏ほか 

12/16 三樹の会がゆいの花公園で門松作り 受講 15名 

1/19  剪定塾開催 高木講師 

2/13   小浜の森で伐倒講習会 高木,野口講師 

2/19   関さんの森冬の観察会実施 参加者 98名 

2/20   ステップアップ講座 柏市バス視察会 

3/4  一起の会で生垣作り勉強会公開  

3/18  ステップアップ講座「里やまの自然」渋谷講師 

  

緑のネットワーク情報 

（松戸のみどり再発見ツアー32、観察学習会 49） 

「松戸の秘境めぐりと里山体験」（七喜の会、みなみの森の会と共催） 
 

  都市部に残っている貴重なみどりを散策し、楽しみながら竹伐りを体験してみませんか。 

このツアーは５月開催「第 4 回オープンフォレスト in 松戸」のプレイベントとして行われます。 

お弁当を持参し、終了後に森や公園でいかがですか？（途中にお店はありません） 

４月１２日(日)  ９：３０～１２：３０ （現地解散）小雨の場合散策のみ実施 

集合 ＪＲ東松戸駅改札口 9:30 集合/現地解散   参加費３００円（会員は 100 円、こども無料)   

持ち物 飲み物、軍手、帽子、雨具、（弁当は自由） 

問い合せ：090-2935-9444（高橋）     ※終了後に定例会をいたします。ご参加ください。 

緑のネットワーク・まつど 総会のお知らせ 
 

5 月９日（土）17：00 ～ 松戸市役所前街づくり

交流室(通称テント小屋)にて、2015 年度総会を開催

いたします。事業報告・事業計画案、会計報告・予

算案など忌憚なく話し合い、次年度の計画を決めた

いと思います。会員の皆様どうぞご参加ください。 

代表：川上将夫 

 （再発見ツアー33 観察学習会 49） オープンフォレスト森めぐりツアー  

    5月 24日 新京成線常盤平駅 9:30 集合 囲いやま、ホダシ、八ケ崎の森をめぐり、21世紀の森へ 

第 4 回オープンフォレスト in 松戸の開催 

今年もやるよ！ 
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ボランティアが活躍している森を一斉公開する「オープンフォレスト in 松戸」 

森の文化祭は 5 月 8 日(金)～10 日(日)、森の公開は 5 月 16 日(土)～24 日(日)に開催されました。 

 

４年目を迎えた今回も、ボランティア仲間で知恵と力を合わせ、地元企業や事業所の協賛もいただき、 

地権者さんの協力と行政の頼もしいバックアップもあり、実施できました。 

期間中に森や会場を訪れた方はのべ 1825人、受け入れにかかわったボランティアはのべ 482 人。 

市内に残された貴重な森・・・みどりの大切さ、素晴らしさを、肌で感じてもらえたことでしょう。 

                
 
                                 
 

 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
代 表：川上将夫   

年会費：1000 円 

連絡先：高橋盛男 090- 2935- 9444 

渋谷孝子 04-7153- 5392   
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５ヒカゲチョウ幼虫 

４期では雨のため午後から開森、お隣のグループホーム

の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りおもちゃで楽しそう 

参加者の安全のため、枯れ木や枝の整備 

写真を掲示する

パネル立て 

みどりと花のフェ

スティバルでオ

ープンフォレスト

の宣伝を兼ねて

スタンプラリーに

協力しました。 

ホダシの森では公開を 12時に遅らせ

ました。 隣のグループホームのお年

寄りの皆さんが、 手作り紙芝居と「ホ

ダシの森の歌」を楽しみました。 

小雨に濡れる 

しんやまの森 

5 月 8 日～10 日 21 世紀の森と広場パークセンターにて 

活動紹介と作品展示 3 日間で 419 人が訪れました 

 

5 月１６日 

ブルーシートで簡易テント

を張っておもてなし。 

実行委員会は昨年１１月か

ら開催、ガイドブックは 2月

から制作開始して４月によ

うやくできました。 
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雨で延期だった幼稚園児の訪問 

申し込み不要、駅で集合 

古墳の

見学 

駅から森へご

案内した皆さ

んに、代表か

らのご挨拶 

おっかなびっくり、木登りに

挑戦。下りが怖いのよね～ 

竹を利用した 

スタードーム 

自分で竹ぽっくり作りに挑戦。 

「まっすぐ切るのは難しいんだよ」 

ちょっと 

こわい・・・ 

でもやっ 

ぱり挑戦し

た～い！ 

ハンモックの上でガイド

ブックを読んでます 

ゆいの花公園 

ターザン 

だ～ 

楽しかった

で～す！ 

5 月 17 日 東松戸駅→河原塚古墳の森→紙敷石みやの森→ 

紙敷みなみの森→わんぱくの森(市川市) 

森で食べる 

お弁当は 

美味しいね！ 

コメツキムシ 

跳ねるかな？ 
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自宅のお庭で、関さんのお話を聞いて、江戸時代 

からの門や蔵も見せて頂いてから、森に行きました。 

ヤツデの葉っぱって 

賢いでしょう？ 

5月 21日 新松戸駅→関さんの森→溜ノ上の森 自然観察指導員

や森林インストラクターと一緒に、森や地域の自然を楽しみました。 

5 月 17 日、24 日の 2 日間で

292 名が、いつもと一味違う

公園の森を楽しみました。 

生まれて初めて 

田んぼに入った!? 

5 月 23 日 東松戸駅→小浜屋敷の森→大野の森 (市川市) 

松戸と市川の市境を行く 

駅から森へ・・・ここって本当に松戸？ 

涼しい森の中で 

お話を聞く。 

この後お弁当タイム 

急遽できた

子ども向け

班。子ども目

線で楽しい 

ひと時 

子どもと一緒に 

本郷谷市長も。 

素敵なこの手触り。是非 

触ってみてくださいね！ 

班に分かれて森をガイド 

5 月 17 日には 

1２８名が訪れました。 
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植樹エリア 

5月24日 常盤平駅→囲

いやまの森→ホダシの森

→八ヶ崎の森→21 世紀の

森と広場 

苦労話も 

移入種アカボシゴマダラ と、その卵 

手作りの 

かわいいもの 

募金をお願いします！ 

 

ヒカゲチョウの幼虫 

特定外来生物 

オオキンケイギク 
ハキリバチの母さ

んが切り取った痕 

エゴツルクビオトシブ 

ミ♂とそのおとしぶみ 

ナイスな幌馬車隊
で参加の家族 

 

真剣にゲーム 

ようこそ!森へ 

2013年 

 

2014年 

 

2015年 
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